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と を 明 ら か に し た 。 ま た ， 第 1言語で獲得さ れ た 文理 解

の 方略 の 様式 が，第 2 言語 に お け る 方略 に 影響 を与 え る

こ とも示 した 。 第 4 章は ，
ハ と ガ の統語機能に つ い て ，

H 本人 の幼児か ら大人 ま で を 発達的 に 比較す る こ と に よ

りい つ 頃獲得 され る の か を実験的に調べ
， ガ の格標示 力

（文法的な手が か りの 強 さ）が，ハ よ りも強い こ とが 示

され ，両者 の 違 い に 基 づ い て 弁別的 に 反応 す る の は 日本

語児に と っ て も難し い 課題で ある こ とが わ か っ た 。 第 5

章 は
， 格関係 の標示 と い う統語機能の観点か ら， 第 4 章

と同型 の実験を助詞ヲ に つ い て保育園年中児 か ら成人 ま

で の 8 群 に 対 して 行 い
， ヲ の 格標示力が ガ ・ハ よ り も強

い こ と を 明 らか に し ， そ の 理 由に つ い て論 じ た 。 第 6章

は ，ハ と ガ の 談話機能 の 発達 に つ い て ， 保育園年 中児 か

ら成人 の 8群に対 し て発話実験を行 う こ と に よ り ， 新旧

情報に よ る ハ とガ の 使 い 分 けをみ た。 こ の 機能 は，中学

校生 頃 に な っ て 完成す る こ とが 示 さ れ ， そ の獲得の困難

さ が 指摘さ れ た 。

　第 7章 は ，
ハ と ガ に 対 応 す る韓国語の 主題助詞．eun ／

neun と主格助詞
一i／ga に つ い て ，第 4章 の 文理解の 方略

の 実験 と同 型 の 実験 を ， 韓国 人 の 幼児 か ら成人 ま で の 8

群 に 対 して 行 い
， 両言語 に共 通 して 主題助詞 と 主格助詞

の獲得 の 時期が遅 い こ と をあ き ら か に し た。現代 日本語

と現代韓国語 は，文法的観 点 か らみ る と類似性が高 い こ

とを示 した。第 8章 は ， 韓国語母語話者 に 対し，第 6章

と同様 の 発話実験 を 行 い ，日韓両言語 の 主題助詞 と 主格

助詞 の 類似性 を心理学的方法で 明らか に し た 。 日 ・韓両

言語 に お い て，談話機能 に 基 づ く主題助詞 と主格動詞 の

使 い 分 けの 獲得の 時期が極め て 遅 い と い う こ と を示 し た 。

　第 9 章で は，日本語の 助詞 の 特徴を，成人 と幼児 ・児

童 の 諸言語 の 文理解の方略 に つ い て ， 英語 ・韓国語 ・イ

タ リ ア語 ・ドイ ツ 語 ・オ ラ ン ダ語 な ど と比較 し て 論 じ た。

第10章で は ， 全体の ま と め をお こ ない
， 文法問題に対す

る 心理 言語学的アプ ロ
ー

チ の有効1生 と限界 ， 日本語助 詞

ハ と ガ の獲得困難性を第 1言語に お い て 明ら か に し た こ

との意義 ， 多重機能性 と い う枠組み の有効性 ， 助詞 の 文

法的機能 の 相対性 に つ い て 考察 を行 っ た 。

　本論文 の か な りの部分は 田原俊司
・朴　媛淑 との 共 同

研究 に よ っ て い る。本論文 の 各章は 以下 の よ うに 公刊 さ

れ て い る。第 2 章 ：伊藤 （1986）日本語 の 助詞 ハ とガ の多

重機能性 。 和光大学人文学部紀要，21，95−／05。第 3章 ：
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MacWhinney （Eds．），The　cross −linguistic　study 　Of　sen −

tence　 processing，
257−291．　 Cambridge　University

Press．第 4章 ：伊藤 ・田 原 （1986）ハ と ガ の 動作主性 の 発

達 。
パ ン 他 （編） こ と ば の 多様性 ，87−106。文化評論 出

版。第 5章 ：伊藤
・
田原

・
朴 （1991）被動作主 をあ らわす

助 詞 ヲ の 獲得 。 教 育心理学研究 ， 39（1）（印刷中）。 第 6

章 ：田原
・伊藤（／985）助詞 ハ とガ の 談話機能の 発達。心

理学研究，56，208
−214。第 7章 ：田 原 ・朴 ・伊藤 （1987）

韓国語単文理 解に お け る 主題助詞 と主格助詞の 動作主性

とそ の 発達。教育 心理学研究，35，　213−222。第 9章 ：伊

藤（1987）F
．
1本語 の特徴 ：和光大学人文学部紀要別冊 「エ

ス キ ス
’87」，76−88。

　 東北大学

　　 教育学博士

伊藤友彦　「幼児の 発話 に お け る非流暢性 に 関す る 言語

　　　　　心理学 的研究」

　本論 文 は幼児期 の 発話 に お け る 言 い 直 し や 繰 り返 し な

ど の 非流暢 駐 に 着 目 し， その 生起 ・消長過程を言語発達

と の 関連 で 掘 り下 げ て検討す る こ と に よ っ て ， 1）両者の

間 に存在す る規則性 を明 ら か に する と と も に
， そ の規則

性を手が か りとして ， 2）発話に関わ る言語処理機能の 発

達 に 関す る仮説 を提唱 した もの で あ る。

　本論文は 7章か らな る 。 1章で は本論文の意義及び 目

的を従来 の 研究 の 問題点 と と もに 述 べ る 。
2 章は非流暢

性の 生起 ・消長過程 と言語発達 と の関係 をグ ロ
ーバ ル な

レ ベ ル で 検討 し た もの で あ る。自然発話 を対象 と し た横

断研究 と縦断研究 ， さ ら に復唱法 を 用 い た 実験的研究 を

行 っ た。 2 章 の 結果 を受 け，非流暢性 の 発生及び減少 に

つ い て 3 章で は統語的側面の 発達 との 関係を， 4章 で は

メ タ言語知識 （「話す こ と」，「話 し方」に つ い て の 自覚的

知識〉 との 関係を検討した 。 5章 は高頻度の非流暢性を

一
過性 に 示 し た幼児を対象 と し た縦断研究 で ある。 普通

レ ベ ル 以 上 の 言語発 達 を示 し た 1例 に 関す る研究と吃 音

児を兄 に も っ 弟 に 関す る研究か らなる。

　 5 章 ま で の
一

連 の研究 ¢ ）結果 は 以 下 の と お りで あ る。

　1）格助詞使用前の 1 語発話期 に は自己修正 は認め られ

ない
。 2）格助詞使用前の 2語発話期に 認め られ る自己修

正 は 1語発話 に お ける自己修正 （SRI）の み で あ る。3）格

助詞使用 開始期 に は SR1の み な らず ， 2語発話 に お け る

自 己 修正 （SR2 ）， さ ら に 3 語 発 話 に お け る 自己 修正

（SR3）も認 め ら れる。4＞多語発話 （3 語以上発話）及び

Prenominal 　Modifier 　Construction（PMC ）は格助詞使

用後 に 出現 す る 。 5）格助詞使 用期 （複文使用前） まで に

成人 の 自己修正 カ テ ゴ リーの 全 て に対応す る自己修正が

出現する 。 6）非流暢性 の タイ プ と頻度 は格助詞使用開始

期 か ら増加 し， 接続助詞使 用期 （複文使用期） に 頻発 す

る。7）非流暢性頻度は 2歳か ら増加 ， 3〜 4歳 で 頻発 し
，

5〜 6歳で減少す る 。 8）5〜 6歳 で は発話 の プ ロ グ ラ ミ

ン グ機能や メ タ言語知識 が 発達 す る。9）2〜 4 歳で は ，

非流暢性は 使用 す る文 の構造及び長さ と密接に関係す る
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が ， 5〜 6 歳で は そ の よ う な 傾向 が な い 。ユ0）2 〜 4 歳 の

中で は， 文 の構造及 び長さ と非流暢性 と の関係が最 も強

い の が 2歳 で あ り， 3 歳， 4 歳 の 順 で 両者 の 関係 は弱 く

なる。

　 6章 は総合的考察で ある。 5 章 まで の結果 をふ ま え ，

言語知識 の 習得 に 関して 「日本語の習得過程 に お い て統

語構造 は格助詞使用前に は存在 し な い 」 とい う仮説 を提

出 し た。言語知識 に 関す る上記の仮説に基づ き ， 発話に

関わ る言語処理 機能の 発達に つ い て 「発話 の 発達過程 に

お い て 統語構造 が存在 しな い 段階 （処 理 単位 が単語 の 段

階）か ら統語構造が存在す る段階 （処理単位が 単語 の段

階）へ と処理機構の変換 が行 わ れ る。」と い う仮説 （処理

機構変換説）を提出し た 。 そ し て ， こ れ らの仮説 を中核

と す る 発話 に お ける文処理機能発達 モ デ ル を提出した 。

こ の モ デル は本論文 に お け る 上記 の 結果 を統
一

的 に説 明

で き る の み ならず ，
こ れ まで 明示的な説明を与え ら れ て

い な い 事実 ， 1）発話構成語数 が 1 語発話 ，
2 語発話 ， 多

語発話 と変化 す る こ と， 及び ， 2）格助詞が 2語発話と 同

時 に 出 現 す る の で は な い こ と，3）格助詞 の 出現期 と 多語

発話 の 出現期 はほぼ同 じ時期 に な る こ とを同時 に 説明 す

る こ とが で き る 。

　
一

方 ， 吃音 を主訴 とす る幼児の 中に は非流暢性と言語

発達 との 関連が普通児 と同 じ者が存在 し，そ の 場 合，予

後 は 良 い こ と が 明 らか に な っ た
。

こ の結果か ら ， 吃音の

自然治癒 と い う現象の 少な く と も
一・部は言語発 達と の 関

連 で 説明 で きる可能性が あ る こ と を指摘し た 。 ま た ， 本

研究で 明らか に な っ た ， 非流暢性 と言語発達 との 関係 に

関す る知見 は幼児期 に お け る吃音評価の指標 とな り う る

こ と を述 べ た 。

　 7 章 は ま と め で あ る。

　筑波大学

　　教育学博士

加藤　厚　「青年期に お け る 同
一一性 の 特質 と発達」

　本研究 の 目的 は，青年期 に お け る 心理学的発達 の 観点

か ら， Erikson，　E．H ．に よ っ て提唱 さ れ た 同
一

性概念 に 関

す る理論的整理 を行 うとともに，大学 生 ， 高校生 ， 若 い

成人等 を対象 と し て 同
一

性 の 発達 に 関す る実証的検討 を

行 う こ とで あ っ た 。

　 1 章 の Erikson の 心理社会 的人格発達理 論 の 展 望 に

続 い て ， 2章で は Erikson に よ る 同
一

性概念 の 定義 の 検

討 を行う と と も に Marcia が提唱 した同
一

性地位概念 の

検討 と特微 の 指摘を 行 い
， Erikson の 同

一
性概念 と の 関

連を考察し た 。

　 3 章で は，測定，領域 ・側面 ， 発達過程 ， 社会 的適応

等の諸研究領域に お け る 主要な 先行研究 の 展望 と問題点

の 指摘を行 っ た。 4 章で は Bourne （ユ978）の 理論 的検討

を基礎 と し た 混乱 か ら統合 に 至 る両極的同
一

性次元尺度 ，

な らび に Marcia （1966）の同
一

性地位概念 を精緻化 し，

達成 ， 権威受容 ， 積極的 モ ラ ト リア ム
， 拡散の 4典型地

位 に 加 え，A − F （達成
一
権威受容）中間，　 D − M （拡

散
・一
積 極的モ ラ ト リ ア ム ）中間 の 各地位を定義す る同一一・

性地位尺度 の 構成が試 み られ ， 両尺度の 基準連関妥 当性

を支持す る結果が得 られ た e

　 S章では ， 高校生 ， 大学生 ， 大学卒業生 を対象 と した

横断的検討が行わ れ ，   同一性次元得 点 は，10代後半 か

ら20代 前半 に か けて 男女 と もに ほ ぼ
一

貫し て 上 昇す る ，

  高校 2年生 で は約 6 割 を 占め る D − M 中間地位 は大

学 4 年生〜卒業 後 工年 目 に か け て 4 割以 下に 減少 し ，

A − F 中間地位を含む同
一

性達成地位が 全体の 4 〜 5割

ま で 増加す る，  本邦の 大学生 に お い て は
“
将来 の 仕事

”
，

“

生 き方や価値
”

，

“
勉強

”
等の領域が重要で あ り，

“

政治
”

“
宗教

”
の 重要性 は平均的 に は高 くは な い

， 等の知見 が 得

ら れ た 。

　 6章 お よ び 7 章 で は， 大学 1 年生 お よ び 3年生 を 2年

間ず つ 追跡調査 す る こ と に よ っ て ， 同
一

性 の 発達 に関す

る準縦断的検討が行われ，  同
一

性次元得点 は 2 年次 の

後期 に か け て男女 と も緩や か に上 昇 し， 3 年次 か ら 4 年

次前期に か けて やや顕著な上昇 を示 した後 ， 卒業間際に

若干低下す る ，   男子 で は
“
生 き方や価値

”
，

“
異性 の 友人

”

等 に 関す る探索 ・危機 （crisis）の 水準 の変動 ， 女子で は
“
勉

強
”

，

C‘

将来の仕事
”
等に関す る探索・危機の 水準 の 変動 と

同
一

性次元得点 の 変化 との間に有意な負の対応が認め ら

れ る ，   発達 的安定性 は D − M 中間地位が 最 も高 く，

A − F 中間地位 を含 む 同
一

性達成地位が そ れ に続 き ， 積

極的 モ ラ ト リア ム ， 同
一
牲 拡散両地位 の安定性 は低 い 等

の知見 が得 られ た。ま た 同
一

性地位間 の 移行に伴 う諸領

域 に お け る探索 ・危機な らび に 自己 投入 （cornmitment ）

の 水準の変化 に お け る特徴が 検討 され た。

　 8 章で は ， 大学 1年生 の YG 性格検査の 結果 ， お よび

大学 4 年生 の ゲ ス
・

フ
ー ・テ ス トの 結果 か ら ， 大学生 に

お け る 同
一

性 の様相 と社会 的適応な ら びに 諸性格特性 と

の 関連 が検討さ れ ，  同一性次元高得点群 は安定積極型 ，

低得点群 は抑欝性 ， 劣等感等の特徴を含む 平凡型 の プ ロ

フ ィ
ー

ル を呈す る ，   同
一

性次元得点 とゲ ス ・
フ
ー ・テ

ス トと の 間 に は 「充実 し た 積極的な 生活」項 目で 有意 な

連 関が認 め られ る ， 等 の 知見 が 得 ら れた。また 9 章 で は

大学 1年生 を対象と し て 同
一・

性 の 様相 と社会態度 との 関

連 が 検討 さ れた。

　 10章 で は ， 高校生 を対象 と し て帰国生 に お け る 同
一・

性

の 特徴が 検討 さ れ，  2 年以上 の
一
貫 し た海外在学経験

は同
一一

性次元得点 を高め る ，   2 年以 上 の海外在学経験

を持 つ 群で は D −−M 中間地位 の 割合が よ り低 く，積極 的
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